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Abstract
　An ovigerous female specimen of a freshwater fish 
parasite Argulus coregoni Thorell, 1864 was found in 
the collection of the Lake Biwa Museum, Kusatsu, 
Shiga Prefecture, central Japan. This specimen was 
collected as a detached individual by a small trap net 
installed for a fish fauna study in the middle reaches of 
the Nagara River at Hotoshima (now Homyo) in Seki, 
Gifu Prefecture, central Honshu, Japan on 5 September 
1986. The specimen is briefly described. It might have 
detached from an ayu Plecoglossus altivelis altivelis 
(Temminck and Schlegel, 1846), which is the 
important riverine host of A. coregoni, in the trap net, 
or a detached individual drifting downstream might 
have been trapped.

はじめに
筆者は，2010年代後半から，本州中部に位置

する岐阜県，三重県，愛知県，滋賀県などで，淡

水魚の体表に寄生するチョウモドキ Argulus 

coregoni Thorell, 1864の地理的分布や宿主利用に

関する研究を行ってきた．なかでも岐阜県で研究

を精力的に進め，多くの知見を得ている．これま

でに，木曽川水系の長良川（本流），飛騨川（小

支流），馬瀬川，白川，付知川；九頭竜川水系の

石徹白川（本流と小支流）；庄川水系の庄川（小

支流）；神通川水系の蒲田川（本流）で，チョウ

モドキの分布を認めたほか（Nagasawa et al., 2018, 

2022a；長澤・森川，2019；長澤ほか，2020a, 

2021），飛騨川の河川水を用いた飼育魚にも寄生

を確認した（長澤ほか，2020b）．また，チョウモ

ドキが河川上流域でサケ科魚類［イワナ

Salvelinus leucomaenis (Pallas, 1814)， ア マ ゴ

Oncorhynchus masou ishikawae Jordan and McGregor, 

1925，ヤマメ O. masou masou (Brevoort, 1856)，イ

ワナとヤマメの自然交雑魚］，中・下流域でアユ 

Plecoglossus altivelis altivelis (Temminck and 

Schlegel, 1846)を宿主として利用することを明ら

かにした（Nagasawa et al., 2022a）． 

わが国の淡水魚に寄生するチョウモドキや

チョウ Argulus japonicus Thiele, 1900は，野外で

調査していても，寄生率の低さから，頻繁に遭遇

する寄生虫ではない．上記の研究も，現地の状況

を熟知している地元研究者や協力者からの支援に

よって初めて可能になった．いっぽう，そうした

稀な寄生虫に関しては，日本各地で採集され博物

館等で収蔵されている標本を観察して，知見を得

ることも重要な研究手段である．こうした背景か

ら，今回，草津市にある滋賀県立琵琶湖博物館に

収蔵されているエラオ類標本を観察したところ，

筆者が研究を始めた 2010年後半よりかなり以前

の 1986年に長良川中流域で採集されたチョウモ

ドキ標本を見つけた．この標本は，その当時から

チョウモドキが長良川中流域に生息していたこと

を明らかに示す証拠である．ここに観察結果を報

告する． 

1986 年に岐阜県長良川中流域で採集されたチョウモドキ標本
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材料および方法
チョウモドキ標本（標本番号 LBM1430005372）

は，標本ラベルに基づくと，1986 年 9 月 5 日夕，
岐阜県関市保戸島（現在の関市保明）地先の長良
川中流域に設置した「登り落ち」漁具で採集され
た［後藤・後藤（1971）に基づき，採集場所は長
良川から分流した今川にかかる保戸島橋の下流約
200 m（35°28'29"N, 136°50'47"E）と推測される］．
ホルマリン液で固定・保管後，70% アルコール
に置換されたが，薬液蒸発のために一時乾燥との
情報も付されている．採集者は後藤　正氏．この
標本は，2011 年 5 月 27 日，後藤宮子氏によって
琵琶湖博物館に寄贈され，2012 年 3 月に同館の
Mark J. Grygier 博 士（ 現 在，National Museum of 

Marine Biology and Aquarium, Checheng, Pingtung 

944401, Taiwan）によってチョウモドキに同定さ
れた．本論文の筆者は，この標本を琵琶湖博物館
から借用し，静岡市にある水族寄生虫研究室にお
いて，実体顕微鏡（Olympus SZX10）と生物顕微
鏡（Olympus BX51）を用いて，木製スライド法

（Humes and Gooding, 1964; Benz and Otting, 1996）
により観察を行った．同定には Yamaguti（1937），
Hoshina（1950），長澤・谷口（2021）を参照した．
採集場所の標高は国土地理院が発行する地理院地
図（https://maps.gsi.go.jp）からから求めた．本論
文で述べる魚類の和名と学名は細谷（2015），イ
ワナの学名は亀甲（2018）に従う．また，チョウ
モドキの形態用語は長澤・谷口（2021）に従う．

結　果
形態（Fig. 1）：観察した標本は成体雌で，全長

（背甲前端から腹部後端までの長さ）は 8.2 mm，
背甲長（背甲前端から側葉端までの長さ）は 5.5 

mm，体幅（背甲最大幅）は 5.0 mm．体は扁平で，
背甲はほぼ円形，前側縁の湾入は浅い．背甲は後
部から深く湾入して，中央部から 1 対の側葉とな
る．背甲前方に 1 対の複眼，その後方に 1 個のノー
プリウス眼がある．背甲側葉縁は第 1–2 胸肢をほ
ぼ覆い，第 3 胸肢の一部を覆う．標本の状態が悪
く，第 1 胸肢底節後縁の羽状剛毛数は不明．側葉
後端は丸い．背甲前部腹面に各 1 対の第 1 触角と
第 2 触角がある．両触角の後方に吸盤状の 1 対の
第 1 小顎，強固な 1 対の第は 2 小顎が続く．第 1

小顎の支条数は 63 本と 65 本．背甲の各側葉には
前後 1 対の呼吸区域があるが，その輪郭は不明瞭．
胸部は 4 節で，各節に 1 対の胸肢を左右に有し，
腹面にある卵巣内に多数の卵が見られる．腹部は
左右の腹葉に分かれ，各腹葉は長卵形で後端がや
や尖る．エタノール液中の体色は黄緑色．胸部背
腹面は濃褐色，卵は薄橙色，複眼とノープリウス
眼は黒色．
備考　今回観察した標本は，上記の形態的特

徴を有して，わが国で報告されたチョウモドキの
成 体 雌 の 形 態（Yamaguti, 1937；Hoshina, 1950；
長澤・谷口，2021）にほぼ一致したため，この種
に同定できた．

チョウモドキは同属のチョウと形態がよく似
るものの（時岡，1965），第 1 胸肢底節後縁の羽
状剛毛数で両者を明確に識別できることが知られ
て い る（ 長 澤・ 谷 口，2021；Nagasawa et al., 

2022b）．しかし，今回観察した標本は以前に一時
乾燥したこともあり状態が良くなく，羽状剛毛数
を数えることができなかったため，この形質を用
いてチョウとの識別は出来なかった．いっぽう，
第 1 小顎の支条数は 63 本と 65 本で，チョウで報
告された支条数（約 50 本，Tokioka, 1936；40–50 本，
Yamaguti, 1937；50–52 本，Nagasawa, 2021）より
も多く，この形質によって標本がチョウモドキで
あることが支持された．

Fig. 1. Argulus coregoni, ovigerous female (8.2 mm total length), 
LBM1430005372, collected by a small trap net installed in the 
middle-reaches of the Nagara River, Gifu Prefecture, central 
Honshu, Japan, on 5 September 1986. This specimen was 
initially fixed in formalin, but it was dried and preserved in 70% 
ethanol. A, dorsal view; B, ventral view. Scale bar: 2 mm.
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考　察
今回のチョウモドキ標本の発見により，長良川

では中流域の 5 カ所［上流から下流に向かって，
郡上市白鳥町長滝，標高 430 m；同市白鳥町白鳥，
367 m；同市大和町徳永，269 m；美濃市曽代，65 m；
関市保明，標高 30 m］から，この寄生虫が採集さ
れたことになる（Nagasawa et al., 2018；長澤・森川，
2019；長澤ほか，2020a；本論文）．ただ，これら 5

カ所のうち，美濃市曽代と関市保明の 2 カ所はか
なり下流に位置し標高も低いので，岐阜県内を流
れ る 大 河 川 の 流 程 を 考 慮 す れ ば［Nagasawa et 

al.（2021a, table 2）を参照］，下流域とするのが適
当かも知れない．長良川の上流域（山地渓流）と
河口に近い下流域からは，これまでにチョウモド
キの採集記録はない．

チョウモドキが採集された過去の事例では，今
回の関市保明を除く 4 カ所とも，この寄生虫はア
ユの体表から得られていて（Nagasawa et al., 2018；
長澤・森川，2019；長澤ほか，2020a），この魚種
が チ ョ ウ モ ド キ の 主 要 な 宿 主 と さ れ て い る

（Nagasawa et al., 2022a）．今回の事例では，チョウ
モドキは「登り落ち」漁具内に発見されたため宿
主情報を欠くものの，同じ場所でアユの生息が確
認されており（後藤・後藤，1971），チョウモドキ
はアユに寄生していた可能性が高い．いっぽう，
長澤ほか（2020a）が長良川中流域におけるチョウ
モドキの宿主利用に関する議論のなかで指摘して
いるように，この寄生虫の宿主特異性は厳密では
なく，アユ以外の魚種が宿主であった可能性も否
定できない．このため，河川中流域でチョウモド
キの宿主範囲を明らかにすることは今後の大きな
研究課題と言える．ちなみに，今回の採集場所（関
市保明）からは，アユを含む 11 科 36 種（ヤツメ
ウナギ科 1 種，ウナギ科 1 種，コイ科 21 種，サケ
科 1 種，アユ科 1 種，ドジョウ科 4 種，ギギ科 1 種，
ナマズ科 1 種，アカザ科 1 種，メダカ科 1 種，カ
ジカ科 1 種，ハゼ科 2 種）の魚類が採集されてい
る（後藤・後藤，1971）．これらの魚種のうち，ア
カザ科のアカザ Liobagrus reinii Hilgendorf, 1878 へ
のチョウモドキの寄生が他県から知られている

（Nagasawa and Ishikawa, 2015）．

今回観察したチョウモドキ標本は雌成体で，卵
巣に多くの卵が見られた（Fig. 1B）．この標本は
1986 年 9 月 5 日に採集された．これは，長良川中
流域に 1980 年代半ばに長良川中流域にチョウモド
キの個体群が存在したことを示すとともに，近年
採集されているチョウモドキはその個体群が維持
されていることを示するものだろう．また，チョ
ウモドキは卵で越冬し，春に孵化した個体が成長
して夏から秋に産卵するため（Shimura, 1983），今
回観察した雌成体は春に孵化後，成長・成熟した
個体と考えられる．

チョウモドキ標本の採集者である後藤　正氏と
標本寄贈者である後藤宮子氏は，関市保明（原著
では保戸島）地先の長良川の分流，今川に「登り
落ち」と呼ばれる小さな漁具を設置して，1967 年
から 1991 年までの 24 年間にわたって魚類相や魚
類の生態を克明に調べた（後藤，1991）．この漁具
に入った魚類を朝と夕に採集・同定して，魚類相
の変遷（後藤・後藤，1971；後藤，1985, 1991；安
藤ほか，1989；無記名，1991）を明らかにしたほか，
共同研究者とともに魚類の奇形や寄生虫の出現率
を調べた（Loganathan et al., 1989）．今回，筆者が
観察する機会を得たチョウモドキ標本は，魚類相
調査で用いていた「登り落ち」漁具のなかに，魚
類体表から脱落した個体あるいは採集地よりも上
流の魚類から離脱・流下してきた個体を，後藤　
正氏が偶然発見したものと推測される．両氏はご
夫婦で，ともに学校教師という職業を持ちながら

（無記名，1991），魚類相調査を日々継続した．多
くの人にはゴミとしか見えないだろうチョウモド
キにも注意を払って標本とし，他の多くの生物標
本とともに，琵琶湖博物館に寄贈した．標本確保
と収蔵された博物館標本の重要性を再認識すると
ともに，後藤両氏の気高い科学的好奇心と絶え間
ない努力は正に尊敬に値する．
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